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餓
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gtt

評

カ
ー
タ
ー
馬
著
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支
那
に
於
け
る
印
刷
…
の
起
源
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9
蕾
ご
巨
益
冒
く
Φ
暮
…
9
日
o
h
津
同
養
昌
σ
q
ぎ
Ω
忌
9
．
毛
曾
×
＜
目
押
い
。
。
ρ
お
哉
・

丈
學
博
士
　
　
｝
楽
　
　
原
　
　
。
隅
　
　
㎝
城

　
　
　
　
一

　
ロ
z
9
す
地
目
舞
ご
い
ふ
諺
は
、
可
な
う
古
代
か
ら
行

は
れ
て
居
る
や
う
だ
が
、
古
代
は
姑
く
措
き
、
中
古
や
近

古
の
西
洋
に
謝
し
て
も
、
東
洋
文
化
の
影
響
は
頗
る
大
い
。

丈
運
復
興
時
代
に
厭
洲
に
現
れ
て
、
近
代
文
化
を
開
く
に

預
っ
て
尤
も
カ
あ
っ
た
こ
繕
せ
ら
る
、
紙
の
登
明
、
印
刷

の
登
明
、
火
藥
の
曝
首
乃
至
羅
針
盤
の
獲
明
麗
は
、
何
れ

も
東
洋
か
ら
直
接
に
傳
叛
し
、
若
く
は
間
接
に
影
響
さ
れ

た
も
の
ご
認
め
ら
れ
て
居
る
。
こ
の
四
大
登
明
の
中
で
、

紙
の
登
明
は
支
那
が
本
源
で
、
テ
ラ
セ
ン
國
の
媒
介
で
、

欧
洲
に
傳
來
し
た
も
の
で
あ
る
こ
い
ふ
事
實
は
、
近
時
に

至
っ
て
、
實
物
上
か
ら
も
、
丈
献
上
か
ら
も
、
墜
方
か
ら

確
實
に
立
謹
さ
れ
た
Q
羅
針
盤
の
登
明
も
火
色
の
登
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
パ
ビ
サ
チ
ィ

も
、
支
那
に
起
源
し
た
ご
い
ふ
事
實
の
蓋
然
性
は
、
日
に

躍
固
を
加
へ
つ
、
あ
る
が
、
そ
の
西
方
傳
播
の
経
路
は
未

だ
明
瞭
に
さ
れ
て
居
ら
ぬ
。
印
刷
の
登
明
が
支
那
に
遇
源

し
だ
事
態
は
、
今
日
で
最
早
殆
ご
疑
惑
を
容
れ
澱
が
、
但
．

そ
の
西
方
傳
播
の
史
實
が
未
だ
究
明
さ
れ
て
居
ら
す
、
從

っ
て
こ
の
黙
に
醐
す
る
東
西
翁
面
の
交
渉
が
不
明
で
あ

る
。
カ
ー
タ
ー
氏
は
こ
の
平
癒
の
開
拓
に
努
力
し
て
、
こ



の
新
著
を
公
に
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
カ
ー
タ
ー
氏
は
目
下
米
國
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
學
の
支
那

學
の
助
激
授
を
勤
め
て
居
る
Q
氏
は
こ
の
研
究
の
爲
に
、

親
し
く
厭
洲
や
支
那
に
渡
航
し
て
材
料
を
調
査
し
、
殊
に

ロ
ソ
ー
3
ン
、
ベ
ル
ソ
ン
、
バ
ジ
等
で
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
ω
叶
。
ヲ

氏
や
ペ
ソ
オ
幣
。
霞
。
け
氏
や
、
ル
。
コ
ッ
ク
目
Φ
O
o
ρ
氏
山
守
が
塾

若
干
や
甘
粛
方
面
か
ら
將
呈
し
た
、
印
刷
に
關
係
あ
る
材

料
に
就
い
て
實
地
の
調
査
を
途
げ
た
。
カ
ー
タ
f
氏
は
叉

支
那
の
印
綱
の
歴
史
に
直
間
接
の
蘭
係
あ
る
、
欧
米
は
勿

論
支
那
の
詑
録
や
論
交
を
も
廣
く
墾
落
し
、
日
本
の
著
書

も
幾
分
参
考
に
資
し
た
。
加
之
ヵ
τ
タ
罪
氏
は
、
到
る
慮

で
有
名
な
る
東
洋
快
気
、
例
へ
ば
コ
ル
ヂ
エ
O
O
a
闘
2
、
ペ

リ
オ
、
ヂ
ヤ
イ
ル
ス
Ω
覚
。
ω
、
ル
・
コ
ツ
ク
ヒ
ル
ト
］
囚
凶
答
げ
、

ラ
ウ
プ
ア
轡
卑
¢
諭
『
、
ア
レ
キ
シ
エ
フ
》
冨
渥
Φ
δ
く
、
ジ
ャ
ク
ソ

ン
冒
。
譲
。
嵩
諸
氏
を
始
め
、
…
幾
多
の
支
那
學
考
古
學
言
語
學

等
に
通
写
せ
る
人
々
の
指
導
ε
助
言
ピ
を
受
け
、
殊
に
ペ

ジ
ォ
氏
は
そ
の
原
稿
に
熟
心
な
ろ
影
響
を
加
へ
た
ご
い
ふ

　
　
　
第
十
一
奮
　
　
批
　
評

カ
ー
タ
ー
氏
蒋
『
支
那
に
於
け
る
印
刷
の
起
源
』 か

ら
に
は
、
こ
の
新
著
の
内
容
が
、
仁
摩
公
に
さ
れ
た
こ

の
種
の
書
籍
に
比
し
て
遙
に
卓
越
す
べ
き
は
、
冑
頭
よ
り

所
期
す
る
に
難
く
な
い
。

　
こ
の
書
は
本
年
の
秋
に
幽
版
さ
れ
た
も
の
で
．
僅
に
十

日
籐
り
前
に
吾
が
輩
の
手
許
に
到
着
し
た
も
の
で
、
未
だ

十
分
に
精
算
の
除
暇
を
有
た
澱
が
、
兎
に
角
一
慮
蓮
覧
し

た
か
ら
、
そ
の
内
容
の
大
賂
を
紹
介
し
、
併
せ
て
之
に
二

三
の
批
劉
を
加
へ
た
い
ご
思
ふ
。
先
づ
本
書
の
内
容
は
序

論
、
本
論
、
注
繹
（
宕
0
8
ω
）
解
題
に
わ
か
れ
、
更
に
約
四

十
の
有
盆
な
る
叢
書
f
多
く
は
新
鮮
や
甘
黒
川
か
ら
襲
見

さ
れ
た
材
料
f
及
び
興
野
あ
る
二
附
表
に
索
引
ま
で
備

へ
て
、
髄
裁
は
遣
憾
な
く
整
っ
て
居
る
。

　
’
　
　
二

　
さ
て
著
者
カ
ー
タ
ー
氏
は
こ
の
書
の
序
論
に
於
て
、
蓬

去
の
厭
米
に
於
け
る
支
那
の
印
刷
の
歴
史
的
研
究
の
寒
歴

を
説
い
て
、
著
者
が
こ
の
研
究
を
志
す
に
至
っ
た
動
機
に

及
び
、
併
せ
て
彼
の
新
著
の
完
成
を
助
け
π
重
な
る
材
料

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
＝
謡
　
（
一
一
三
）



　
　
　
第
十
∴
巷
　
　
批
　
評

や
、
重
な
る
學
者
を
紹
介
し
て
居
る
。

　
そ
の
本
論
は
す
べ
て
四
篇
よ
り
成
り
、
そ
の
第
一
篇
は

L
支
那
に
於
け
る
印
刷
の
背
景
し
ご
題
し
て
、
更
に
四
章

よ
り
成
立
す
る
。
第
一
章
「
紙
の
丸
明
」
に
於
て
、
著
者

は
印
刷
ご
尤
も
密
接
の
閣
係
あ
る
紙
が
、
後
漢
の
察
倫
に

よ
っ
て
登
明
さ
れ
た
前
後
の
事
情
を
紹
介
し
．
併
せ
て
從

來
東
洋
か
ら
欧
洲
に
傳
來
し
た
紙
は
綿
紙
O
o
け
8
亭
℃
巷
興

で
、
今
日
一
般
に
使
用
さ
れ
て
居
る
直
轄
紙
舛
㊤
σ
q
治
巷
2

は
、
西
暦
十
五
世
紀
に
猫
無
人
若
く
ば
伊
太
利
人
の
登
明

に
係
る
ご
い
ふ
謬
口
説
は
、
西
廓
麿
一
八
入
五
‘
年
に
エ
ヂ
プ
ト

地
方
か
ら
將
來
さ
れ
た
、
西
暦
九
世
紀
か
ら
十
四
世
紀
に

か
け
て
の
紙
が
、
皆
立
涙
な
国
餌
σ
q
ら
巷
理
で
あ
る
こ
ビ
が

謹
明
さ
れ
て
以
來
打
殻
さ
れ
て
、
之
に
代
っ
て
は
閃
帥
σ
q
も
斜

℃
鍵
は
中
古
期
に
テ
ラ
セ
ン
人
の
褒
奇
し
た
も
の
と
い
ふ

説
が
一
時
信
慧
さ
れ
て
來
た
が
、
之
も
一
九
＝
一
年
に
シ

ュ
タ
イ
ン
氏
が
敦
煙
方
面
で
蒐
集
し
た
西
暦
二
世
紀
の
紙

ー
ー
藥
倫
の
登
明
後
問
も
な
き
時
代
の
支
那
製
の
紙
一

躍
ー
タ
ー
氏
著
腕
支
那
に
於
け
る
印
画
の
血
路
』　
　
　
　
　
　
　
第
騨
號
　

一
　
四
（
一
　
四
）

が
純
粋
な
園
帥
σ
q
も
省
興
で
あ
る
こ
ご
が
讃
明
さ
れ
て
以

來
全
然
打
破
せ
ら
れ
、
今
日
で
は
世
界
の
図
お
壱
署
巽
の

獲
明
者
は
全
く
支
那
人
で
、
支
那
人
の
製
紙
の
方
法
も
使

用
の
材
料
も
そ
の
儘
に
、
世
界
各
國
に
・
襲
踏
さ
れ
て
來
た

事
實
が
明
証
ビ
な
っ
た
次
第
を
紹
介
し
て
居
る
。

　
第
二
章
の
「
印
牽
の
使
用
」
、
第
三
章
の
「
石
碑
の
楊
拓
」

に
於
て
、
著
者
は
木
版
印
刷
の
先
駆
こ
も
認
め
得
べ
き
、

支
那
に
於
け
る
印
章
ω
。
9
『
及
び
碑
刻
の
歴
更
を
述
べ
、

第
四
章
の
「
印
刷
の
要
求
を
促
進
し
た
動
力
師
ち
佛
激
の

隆
興
」
に
於
て
、
瞬
く
世
堺
の
歴
史
を
逮
面
し
て
、
宗
澱

ε
印
刷
こ
の
關
係
の
密
接
な
る
事
實
を
述
べ
、
支
那
に
於

け
る
印
刷
の
饗
達
も
宗
激
殊
に
佛
数
に
負
ふ
所
多
大
で
、

支
那
の
印
刷
が
佛
敷
隆
興
を
極
め
た
唐
時
代
に
超
つ
た
の

は
偶
然
で
な
い
理
由
を
指
摘
し
て
居
る
。

　
　
　
　
三

本
書
の
第
二
簾
は
「
支
那
に
於
け
る
木
版
印
刷
」
と
題

し
て
、
第
五
章
乃
至
第
十
一
章
に
亘
る
す
べ
て
七
章
を
包



賛
す
る
。
蓑
者
は
「
第
五
章
の
支
郡
に
於
け
る
木
版
印
刷

の
意
義
及
び
墨
」
．
に
重
て
、
主
こ
し
て
支
那
墨
の
製
法
ご

用
法
ご
を
述
べ
、
こ
の
墨
は
木
版
印
刷
に
尤
も
適
嘗
な

る
も
、
金
々
製
活
耳
印
嗣
に
は
不
適
當
で
、
支
那
に
於
け

る
木
版
印
醐
が
登
達
せ
る
理
合
に
、
活
版
の
登
達
を
見
得

な
か
っ
た
の
は
、
主
こ
し
て
支
那
文
集
の
特
質
－
一
漢
字

が
表
意
蘭
交
字
で
活
字
に
不
向
で
あ
る
一
…
に
原
困
ず
る

が
、
こ
の
墨
の
適
否
も
亦
預
っ
て
カ
あ
っ
た
こ
論
じ
て
居

る
◎

　
次
の
魏
六
章
の
「
支
那
の
佛
院
に
於
け
る
木
版
印
醐
の

揺
揺
」
に
於
、
て
、
著
者
は
近
時
敦
娘
や
富
豪
番
地
方
か

ら
登
別
さ
れ
た
諸
種
の
佛
像
、
就
中
捺
印
さ
れ
π
佛
像

（9っ

?
富
℃
。
9
楚
σ
Q
霞
。
。
。
O
h
】
W
巳
き
9
）
を
以
て
、
木
版
印
刷
へ

の
過
渡
期
の
産
物
と
認
め
て
居
る
Q
捺
印
そ
の
物
も
登
見

さ
れ
た
が
、
之
に
は
使
用
の
便
利
の
爲
に
柄
が
つ
い
て
居

る
。
澤
山
な
同
一
の
尾
瀬
が
一
枚
の
紙
に
捺
印
さ
れ
た
も

の
も
搬
見
さ
れ
た
。
何
れ
も
捺
印
の
場
合
は
小
さ
い
佛
像

　
　
　
魏
申
」
巷
　
　
批
詮

カ
ー
タ
ー
氏
著
『
支
螂
に
於
σ
る
印
刷
の
起
源
』 、

に
限
る
が
、
若
し
少
し
く
工
夫
を
煎
へ
て
圏
紙
魚
下
に
置

き
上
か
ら
捺
印
す
る
の
を
改
め
て
、
そ
の
反
勤
に
印
を
下

に
置
き
そ
の
上
に
紙
を
加
へ
て
、
拓
碑
の
場
合
の
如
き
取

扱
を
し
た
な
ら
ば
、
印
の
面
積
が
重
く
な
っ
て
も
差
支
な

い
○
か
く
て
木
版
印
刷
が
出
現
す
る
順
序
で
あ
る
。
西
暦

入
世
紀
の
後
牢
に
印
胴
さ
れ
た
我
が
百
寓
塔
の
陀
羅
尼
摺

本
や
、
九
世
紀
の
孚
頃
に
図
解
さ
れ
元
南
桑
獲
見
の
金
剛

経
か
ら
推
す
ご
、
捺
印
佛
像
か
ら
木
版
印
刷
へ
の
墾
遷
過

渡
は
、
恐
ら
く
籍
の
玄
宗
時
代
前
後
に
逸
っ
た
も
の
で
あ

ら
う
こ
い
ふ
の
が
、
著
者
カ
ー
タ
ー
氏
の
宛
解
で
あ
る
へ
）

　
第
七
章
の
「
、
既
本
の
総
徳
天
皇
及
び
そ
の
百
萬
塔
に
納

め
ら
れ
た
る
印
刷
の
呪
文
」
に
於
て
、
著
者
は
印
璽
の
歴

史
上
尤
も
記
憶
す
べ
き
、
こ
の
世
界
に
現
存
せ
る
日
取
古
の

印
刷
物
を
委
細
に
紹
介
し
．
次
の
第
八
章
「
蝦
藻
さ
れ
た

最
古
の
書
物
」
で
は
、
シ
ュ
タ
イ
ン
氏
や
ペ
ジ
オ
氏
の
探

槍
に
よ
っ
て
、
世
界
朗
に
虜
名
こ
な
っ
た
敦
燵
の
千
旦
洞

の
紹
介
か
ら
、
更
に
進
ん
で
シ
ュ
タ
イ
ン
氏
に
よ
っ
て
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
第
㎜
號
　
　
　
一
一
五
　
（
コ
黒
）



　
　
　
第
＋
一
巻
　
批
詳

で
登
見
さ
れ
た
、
威
通
九
年
（
入
曲
輪
）
刊
行
の
金
剛
経
懇

を
委
細
に
紹
介
し
て
居
る
。
爾
ほ
黒
焦
は
三
悪
か
ら
獲
見

さ
れ
た
幾
多
の
印
黒
物
の
彩
雲
に
よ
っ
て
、
支
那
の
書
籍

が
懇
子
本
か
ら
折
本
を
経
て
、
今
臓
の
騰
裁
に
墾
遷
し
た

経
路
に
ま
で
論
及
し
て
居
る
。

　
第
九
章
は
「
叢
濃
の
儒
駁
の
維
典
刊
行
」
ご
題
し
て
、

唐
代
に
主
ε
し
て
佛
書
に
限
っ
た
支
那
の
印
励
が
、
五
代

時
代
に
嬬
滋
に
よ
っ
て
儒
書
を
刊
行
す
る
に
至
っ
た
事
實

を
逓
べ
儒
書
の
刊
行
芯
共
に
印
禰
が
支
那
の
文
化
の
促
進

に
大
な
る
寄
與
を
な
し
た
次
第
に
及
び
、
次
の
第
＋
章
の

「，

x
那
に
於
け
る
木
版
印
刷
の
最
盛
期
」
に
は
、
宋
元
時

駕
約
四
百
年
を
蓮
じ
て
、
各
方
面
に
於
け
る
印
刷
の
狡
展

を
流
～
ぺ
て
、
大
饗
経
や
道
藏
の
刊
行
に
及
び
、
最
後
の
第

十
鳳
章
は
「
紙
幣
の
印
刷
」
ご
題
し
て
、
支
那
に
於
け
る

紙
幣
の
登
行
及
び
そ
の
印
行
の
歴
史
を
述
べ
て
あ
る
。
蓋

し
元
時
代
に
紙
幣
が
盛
に
印
行
さ
れ
、
そ
れ
が
波
斯
に
傳

は
う
、
又
支
那
窺
光
の
西
洋
人
の
大
な
る
注
意
を
惹
き
、

刀
ー
タ
ー
氏
著
『
支
那
に
於
け
ろ
印
鰯
の
趨
源
駈　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
赫
岬
　
　
　
一
一
山
ハ
　
（
コ
六
）

兎
に
角
次
篇
の
印
刷
術
の
西
播
ε
い
ふ
問
題
に
、
可
な
う

重
大
な
る
關
係
を
有
す
る
や
う
で
あ
る
か
ら
、
著
者
は
特

に
こ
の
一
項
を
設
け
た
も
の
ら
し
い
。

　
　
　
　
四

　
本
書
の
第
三
篇
の
題
昌
は
「
木
版
印
刷
の
西
播
」
で
、

第
十
二
識
早
乃
至
第
二
十
一
出
雲
に
亙
る
す
べ
て
豊
胸
皐
よ
b
’
成

る
。
そ
の
纂
十
二
章
「
〔
所
謂
〕
絹
街
遁
を
通
じ
て
古
代
に

於
け
る
〔
東
西
の
〕
の
互
市
」
は
、
爾
落
盤
代
膚
時
代
元
時

代
に
於
け
る
東
西
の
交
通
を
論
じ
、
こ
の
周
に
支
那
か
ら

西
方
に
傳
淫
し
た
ビ
想
は
る
、
火
藥
、
羅
針
盤
、
髭
器
，

茶
等
に
就
い
て
簡
軍
な
る
紹
介
を
し
て
居
る
。
策
十
三
章

は
「
紙
の
支
那
よ
り
欧
洲
に
渡
れ
る
一
千
年
間
の
行
程
」

ご
題
し
て
、
後
漢
時
代
に
支
那
で
獲
㎎
さ
れ
た
紙
が
、
磨

の
中
世
に
サ
ラ
セ
ン
國
に
傳
は
り
、
更
に
北
ア
フ
ソ
カ

か
ら
ス
。
ヘ
イ
・
ン
、
．
フ
ラ
ン
ス
を
鯉
紫
」
、
　
欧
洲
影
壁
剛
に
傭
…
、
つ

旋
約
一
千
年
間
に
亘
る
、
支
那
紙
西
播
の
歴
史
を
明
瞭
に

記
述
し
て
居
る
。
萌
章
ご
共
に
印
廟
術
西
播
の
経
路
を
譜



示
す
る
用
意
ら
し
い
◎

　
　
　
　
　
　
　
ト
ル
フ
ア
ン

　
第
十
四
章
の
「
吐
魯
番
地
方
に
於
け
る
ウ
イ
グ
ル
（
回

鵜
）
種
族
の
印
刷
」
に
返
て
、
著
者
は
西
域
の
吐
単
語
地
方

は
、
漢
時
代
か
ら
唐
宋
時
代
に
か
け
て
東
西
交
野
の
要
衝

に
趨
り
、
支
那
、
印
度
、
波
斯
諸
文
化
の
會
合
着
ε
な
っ

た
事
實
を
．
主
こ
し
て
濁
点
の
こ
の
方
面
に
於
け
る
探
槍

の
結
果
に
照
ら
し
て
立
嘉
し
、
殊
に
吐
磐
戸
地
方
は
後
く

も
十
三
世
紀
の
初
期
若
く
ば
そ
の
以
前
に
於
て
、
印
鰯
術

の
頗
る
執
達
し
た
叢
叢
が
あ
り
、
而
し
て
こ
の
吐
魯
番
地

方
を
根
糠
ご
し
て
印
刷
術
を
會
得
し
た
ウ
イ
グ
ル
種
族
が

蒙
古
軍
に
優
遇
せ
ら
れ
、
蒙
古
軍
の
急
追
す
る
所
に
ウ
イ

グ
ル
交
化
の
随
浴
せ
る
こ
ご
を
注
意
し
て
居
る
Q

　
鎗
十
五
章
「
印
刷
羨
慕
播
の
障
壁
ご
し
て
の
サ
ラ
セ
ン

國
」
の
題
下
で
、
著
者
は
イ
ス
ラ
ム
激
徒
が
印
刷
術
を
獣

干
せ
す
、
現
に
彼
等
の
聖
血
ハ
コ
ー
ラ
ン
が
十
九
世
紀
に
至

る
迄
、
イ
ス
ラ
ム
駿
國
で
曾
て
印
行
さ
れ
な
か
っ
た
事
實

を
翠
げ
、
東
洋
に
流
行
し
だ
印
刷
が
早
く
西
洋
に
傳
略
せ

　
　
　
第
十
一
懲
　
　
批
評

カ
ー
タ
ー
氏
著
『
支
那
に
於
け
る
印
灘
の
遡
源
』 な

か
っ
た
所
以
は
、
東
西
爾
…
洋
の
中
間
に
介
在
す
る
ナ
ラ

セ
ン
國
の
事
情
に
本
つ
く
こ
と
を
述
べ
、
次
の
第
十
六
章

の
「
蒙
古
時
代
に
於
け
る
支
那
ご
隊
洲
こ
の
會
合
」
に
於

て
、
蒙
古
の
勃
興
に
よ
っ
て
、
こ
の
テ
ラ
セ
ン
國
の
障
壁

が
打
破
せ
ら
れ
、
東
洋
人
は
直
に
野
洲
内
地
に
侵
入
し
來

り
、
殊
に
露
國
を
そ
の
領
土
に
加
へ
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
や
モ

ス
ヵ
ウ
に
支
那
暑
湿
が
出
來
、
ま
た
欧
入
の
極
東
に
出
掛

け
た
者
が
多
い
か
ら
。
こ
の
間
に
欧
人
の
印
刷
術
を
傳

へ
、
若
く
ば
印
刷
術
を
知
る
機
喜
多
か
り
し
な
る
べ
く
、

餌
琢
右
時
代
の
末
期
か
妨
、
無
論
に
於
け
る
印
刷
の
曙
光
の

閃
き
初
め
た
の
も
偶
然
で
な
い
意
見
を
述
べ
、
併
せ
て
最

近
羅
馬
姦
臣
の
戯
書
か
ら
登
見
さ
れ
た
、
面
暦
＝
〕
四
五

　
　
　
　
　
ク
ユ
ク

年
に
蒙
古
の
貴
由
汗
か
ら
駿
皇
イ
ン
ノ
セ
ン
ト
蓋
世
に
贈

っ
ハ
κ
返
照
は
、
ペ
ル
シ
ヤ
甑
阻
ウ
イ
グ
ル
難
鵬
で
眼
点
か
れ
写
、
舶
路

西
亜
入
コ
ス
マ
ン
の
手
で
刻
し
た
ご
潤
せ
ら
れ
る
、
支
那

風
の
蒙
古
の
國
璽
を
捺
し
た
も
の
で
、
之
を
蒙
古
の
國
都

カ
　
ラ
　
　
コ
　
レ
　
ム

喀
剛
和
林
か
ら
羅
馬
に
至
る
間
を
、
撰
太
利
の
櫓
侶
の
ブ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
一
七
　
（
一
一
七
）



　
　
　
鋸
十
一
稔
　
　
批
　
課
　
　
力
ー
タ
聖
氏
著
勾
支
那
に
於
け
ろ
印
刷
の
趣
源
』

ラ
ノ
・
カ
ル
ピ
ニ
歪
P
き
9
慈
げ
閂
が
齎
ら
し
た
辮
實
を
指

摘
し
て
、
蒙
古
時
代
の
特
色
を
嚢
揮
せ
る
事
件
に
注
意
し

て
居
る
。

　
第
十
・
七
章
は
「
東
西
爾
洋
の
交
叉
黙
ビ
し
て
の
波
斯
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
ル

と
題
し
て
、
波
斯
の
伊
兇
汗
血
ご
欧
洲
諸
國
ご
の
關
係
の

親
密
で
あ
っ
た
峯
實
、
二
時
の
波
斯
の
首
都
タ
ブ
ソ
ズ
．

日
直
ユ
N
に
、
北
支
那
入
、
南
支
那
人
、
チ
ベ
ッ
ト
入
、
ウ

イ
グ
ル
入
、
蒙
古
人
、
印
度
入
、
ア
ラ
ブ
人
、
歓
洲
人
等

が
來
集
し
て
、
「
の
世
界
的
都
愈
を
現
毘
し
た
事
實
、
殊

に
西
暦
一
二
九
四
年
に
タ
ブ
リ
ズ
で
、
支
那
の
紙
幣
に
訪

っ
て
紙
幣
を
印
行
し
て
之
を
國
内
に
蓮
用
さ
せ
た
事
實

は
、
二
時
タ
ブ
ソ
ズ
に
印
刷
職
工
の
存
在
し
た
讃
擦
で
、

タ
ブ
フ
ズ
に
來
丸
し
た
漱
洲
入
、
殊
に
多
数
の
伊
太
利
の

商
入
等
が
、
こ
の
紙
幣
の
憶
意
や
印
刷
職
工
の
存
在
を
目

撃
す
る
機
會
が
多
か
っ
た
事
業
…
を
遽
べ
、
そ
の
最
後
に
著

者
は
、

　
蒙
古
踏
代
に
欺
洲
人
は
、
支
那
人
や
ウ
イ
グ
ル
種
族
の
閲
に
畿

第
一
號
　
　
一
一
入
（
㎞
思
入
）

　
噂
し
た
印
測
衛
を
目
撃
す
べ
重
機
會
が
多
か
っ
た
。
藤
古
時
代

　
が
終
る
ミ
間
も
な
く
駄
洲
に
木
版
印
刷
が
現
れ
て
來
た
。
こ
の

　
隊
洲
の
木
版
印
刷
は
東
洋
か
ら
傳
來
し
た
ざ
い
ふ
、
何
等
積
極

　
的
な
文
献
上
の
確
誰
は
な
い
。
さ
れ
、
ご
當
時
の
事
情
か
ら
推
す

　
一
こ
、
露
西
亜
を
通
じ
て
か
、
支
那
に
居
た
欧
洲
入
の
手
を
経
て

　
か
、
波
斯
を
癒
じ
て
か
、
乃
至
エ
ヂ
プ
ト
を
通
じ
て
か
、
兎
に

　
角
支
那
の
木
版
印
刷
が
欧
洲
へ
影
響
し
て
、
歓
洲
の
印
測
の
興

　
趨
ミ
獲
蓬
ε
を
刺
韓
じ
た
も
の
ミ
承
認
す
べ
き
徐
地
が
極
め
て

　
多
い
び

ご
結
ん
で
居
る
。

　
　
　
　
五

　
次
の
第
十
入
章
の
「
十
孕
・
午
時
賞
に
エ
ヂ
ブ
ト
に
於
け

る
木
版
印
刷
」
に
於
て
、
カ
ー
タ
ー
氏
は
ウ
イ
ン
の
ラ
イ

ネ
〃
公
爵
紙
研
究
麗
所
藏
の
．
エ
ヂ
プ
ト
で
褒
見
さ
れ
た
既

刷
一
西
暦
九
〇
〇
年
頃
か
ら
＝
二
五
〇
年
頃
ま
で
に
亙

る
ご
考
定
さ
れ
て
居
る
i
i
－
に
就
い
て
論
じ
て
居
る
。
エ

ヂ
プ
ト
の
印
刷
は
自
國
で
磯
生
し
た
も
の
で
な
く
、
支
那



若
く
ば
そ
の
附
近
か
ら
心
淋
し
た
も
の
ζ
認
む
べ
き
こ
ご

は
、
專
門
家
の
間
に
異
議
が
な
い
。
勿
論
何
時
代
に
如
何

な
る
元
仁
を
経
て
、
エ
ヂ
プ
ト
に
傳
卜
し
た
か
は
明
指
す

る
こ
ご
が
墨
家
澱
。
西
暦
十
一
世
紀
の
末
か
ら
十
二
三
世

紀
に
か
け
て
丁
度
十
字
軍
の
時
代
で
、
耶
蘇
敷
國
と
イ
ス

ラ
ム
激
國
ビ
交
渉
頻
繁
の
時
代
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
激
洲

の
印
刷
ε
エ
ヂ
プ
ト
の
印
刷
こ
の
間
の
愚
図
の
有
無
は
、

十
分
研
究
の
題
目
ε
す
る
に
足
る
ご
い
ふ
の
が
著
者
の
意

見
で
あ
る
。
第
十
九
章
は
「
印
刷
術
の
西
進
の
一
要
素
と

し
て
の
骨
牌
」
ご
題
し
て
、
著
者
は
骨
牌
建
畳
b
⑳
∩
鍵
房
の

歴
吏
を
述
べ
て
居
る
ゆ
骨
牌
は
十
四
世
紀
の
後
牢
期
か
ら

厭
洲
諸
國
に
流
行
し
、
そ
の
最
初
か
ら
若
く
は
そ
の
初
期

か
ら
印
刷
さ
れ
た
〇
一
般
に
欧
洲
の
骨
牌
は
ず
ラ
セ
ン
か

ら
傳
証
し
た
も
の
ε
信
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
骨
牌
は
サ
ラ

セ
ン
人
よ
り
も
寧
ろ
支
那
人
の
襲
明
で
、
蒙
古
時
代
の
支

那
人
は
盛
に
印
刷
し
た
骨
擦
を
使
用
し
た
。
蒙
古
時
代
に

西
亜
細
亜
に
出
掛
け
た
支
那
人
、
例
へ
ば
タ
プ
ソ
ズ
の
支

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
批
詐

歌
読
街
に
住
居
し
た
多
数
の
支
那
入
等
の
問
に
は
、
必
ず

こ
の
骨
牌
を
使
用
せ
し
な
る
べ
く
、
恐
ら
く
ば
彼
等
の
需

要
に
癒
す
べ
く
、
そ
の
地
方
で
骨
牌
の
印
刷
も
行
は
れ
た

も
の
ご
想
像
さ
れ
る
。
十
宇
軍
や
通
商
の
目
的
で
ず
ラ
セ

ン
人
の
士
地
へ
來
た
多
数
の
欧
洲
入
が
、
こ
の
新
奇
な
遊

戯
を
見
て
喜
び
、
之
を
欧
洲
に
傳
へ
し
こ
ご
は
．
想
像
に
難

く
な
い
。
古
家
歓
洲
の
骨
牌
は
ず
ラ
セ
ン
よ
り
傳
へ
た
ビ

い
ふ
説
の
出
動
は
、
テ
ラ
セ
ン
人
の
地
を
経
て
、
〔
支
那

に
起
源
し
た
骨
牌
を
〕
傳
へ
た
も
の
ご
解
蔵
す
べ
き
で
あ

る
ま
い
鰍
。
か
く
て
算
者
は
こ
の
章
末
に
、

カ
ー
タ
馨
氏
著
『
支
那
に
於
け
ろ
即
刷
の
惣
嫁
』

蒙
古
時
代
以
前
か
ら
支
那
で
は
印
刷
し
た
骨
牌
が
使
用
さ
れ
て

三
つ
九
。
蒙
古
時
代
の
直
後
に
歓
洲
へ
骨
牌
が
現
は
れ
て
來
て

そ
れ
が
東
洋
傳
來
の
も
の
ε
認
め
ら
れ
た
。
欺
洲
へ
現
は
れ
た

。
骨
牌
は
殆
，
こ
そ
の
初
期
か
ら
玉
茎
さ
れ
て
居
っ
た
。
畳
牌
は
歓

洲
で
出
返
た
印
尉
物
の
中
で
一
番
古
い
も
の
、
若
く
ば
一
番
古

い
印
刷
物
の
一
で
あ
っ
た
。
こ
れ
だ
け
の
事
賢
は
正
確
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
吋
九
　
（
一
…
九
）



　
第
十
一
巻
　
　
批
詐

る
Q
、
故
に
骨
牌
S
共
に
支
那
の
印
譜
術
が
歓
洲
に
傳
來
し
た
も

の
噛
こ
遽
断
ず
る
の
は
安
全
で
は
な
い
が
、
木
版
印
尉
術
が
〔
東

洋
か
ら
Ψ
欧
洲
へ
傳
來
し
弛
も
の
・
こ
せ
ば
、
こ
の
骨
牌
。
か
そ
の

間
の
〔
媒
介
者
ミ
し
て
〕
尤
も
重
要
な
る
も
の
ミ
認
め
ね
ば
な

ら
ぬ
。

カ
ー
タ
ー
氏
著
『
支
螂
に
於
け
る
印
捌
の
起
源
』

ビ
附
言
し
て
居
る
。

　
第
二
十
章
に
は
木
版
印
刷
ビ
蔑
分
母
係
あ
る
印
刷
織
物

｝、

?
簿
巴
円
窪
籠
。
ω
の
歴
史
を
、
世
界
各
國
に
亙
っ
て
叙
饗

し
て
あ
る
。
「
織
物
に
印
刷
す
る
こ
ご
」
が
そ
の
章
の
題
目

で
あ
る
。
こ
の
篇
の
最
後
の
第
廿
一
章
は
「
厭
洲
に
於
け

る
木
版
印
刷
」
で
，
著
者
は
十
四
世
紀
の
後
孚
か
ら
欧
洲

に
現
は
れ
た
木
版
印
刷
帥
ち
省
像
印
書
冒
置
。
雷
暮
は

そ
の
叢
題
こ
い
ひ
、
そ
の
刷
方
こ
い
ひ
、
そ
の
用
墨
ε
い

ひ
、
そ
の
他
す
べ
て
の
條
件
に
於
て
、
支
那
の
印
刷
に
酷

似
せ
る
ご
と
を
指
摘
し
、
こ
の
爾
者
の
珍
優
を
明
に
す
べ

き
直
接
の
謹
襟
は
不
十
分
で
あ
る
が
、
聖
者
の
關
係
を
否

定
す
る
よ
り
も
、
蹴
洲
の
木
版
印
刷
の
遇
源
の
｝
要
素
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
」
二
〇
　
（
…
二
〇
）

し
て
、
支
那
の
影
響
を
承
認
す
る
方
、
遙
に
合
理
的
な
る

べ
き
を
主
張
し
て
居
る
Q

　
　
　
　
六

　
本
書
の
第
四
篇
の
題
目
は
｛
、
活
版
印
刷
」
で
、
第
二
十

二
章
よ
り
第
二
十
四
章
に
至
乃
三
章
を
含
む
。

　
著
者
は
第
二
ナ
ニ
章
の
「
支
那
に
於
け
る
活
宇
版
の
登

明
」
に
於
て
、
北
宋
の
畢
昇
が
活
字
版
を
登
明
し
て
以
來

の
支
那
に
於
け
る
活
宇
版
の
脚
達
を
述
べ
、
第
二
十
一
一
一
章

の
「
朝
鮮
に
於
け
る
活
字
版
印
刷
の
大
褒
展
」
に
於
て
、

朝
鮮
の
開
國
以
來
銅
活
字
を
錆
難
し
て
盛
に
書
籍
を
刊
行

し
，
そ
の
銅
活
宇
は
田
本
に
傳
は
り
、
徳
川
時
代
に
利
用

さ
れ
た
事
實
を
蓮
べ
て
居
る
Q
著
者
が
漢
宇
を
常
用
し
て

活
字
利
用
に
尤
も
不
便
多
い
支
那
や
朝
鮮
が
、
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
を
使
用
す
る
諸
國
民
に
先
っ
て
活
字
を
襲
明
し
之

を
登
展
さ
せ
た
の
は
、
世
界
に
於
け
る
不
思
議
な
る
現
象

の
一
ご
認
め
た
黙
は
、
吾
が
輩
も
全
く
同
戚
で
あ
る
。

　
最
後
の
第
二
十
四
章
は
「
活
字
登
明
者
こ
し
て
の
グ
ー



テ
ン
ペ
ル
ビ
の
系
圖
」
ご
題
し
て
、
グ
三
グ
ン
。
ヘ
ル
ヒ
の

活
字
登
明
に
影
響
し
た
ビ
思
は
る
・
諸
要
素
を
歴
毒
し
、

そ
の
影
響
の
程
度
を
考
黙
し
て
、
東
洋
の
活
字
が
グ
ー
タ

ン
ベ
ル
ヒ
に
影
響
し
た
程
度
は
明
自
で
な
い
ご
論
断
し
て

居
る
。

　
支
那
か
ら
紙
が
敏
洲
に
傳
噛
し
た
こ
ぐ
」
は
確
實
で
あ
る
。
歓
洲

　
の
木
版
印
刷
に
封
ず
る
支
那
の
影
響
も
四
周
の
事
情
か
ら
推
し

　
て
、
先
．
つ
事
箪
ご
承
認
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
さ
れ
さ
活
字
版

　
に
間
し
て
は
、
支
那
や
朝
鮮
に
於
け
る
豊
明
が
、
西
洋
の
そ
れ

　
に
影
響
し
た
ε
い
ふ
、
何
等
の
信
頼
す
べ
き
堆
紅
が
今
日
ま
で

　
未
だ
見
當
ら
ぬ
。

こ
れ
が
カ
ー
タ
ー
氏
の
結
論
で
あ
る
。

　
印
刷
術
の
登
明
及
び
登
展
に
關
係
の
深
い
東
西
の
諸
國

を
列
浴
す
る
ご
、
（
一
）
支
那
は
印
刷
ご
尤
も
緊
切
の
關
係

あ
る
紙
を
登
明
し
た
上
に
、
世
界
で
尤
も
早
く
木
版
印
刷

を
も
活
字
版
を
も
言
明
し
た
。
（
二
）
日
本
は
世
界
で
現
存

す
る
尤
も
古
き
木
版
印
刷
物
を
温
め
た
。
（
三
）
朝
鮮
は
世

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
批
評

カ
ー
タ
ー
氏
著
『
支
那
に
於
け
ろ
印
醐
の
起
源
』 界

で
尤
も
早
く
金
走
性
活
宇
を
鋳
造
し
た
。
（
四
）
印
度
の

宗
激
－
佛
激
－
は
尤
も
早
く
木
版
印
刷
の
材
料
こ
な

っ
た
。
（
五
V
ト
ル
コ
種
族
及
び
蒙
古
種
族
は
木
版
印
…
刷
を

｝
四
脚
か
に
石
播
す
る
有
力
な
る
媒
介
者
こ
な
っ
た
。
（
山
ハ
）
波

斯
及
び
エ
ヂ
ブ
ト
に
は
隊
洲
よ
り
以
前
に
木
版
印
刷
が
行

は
れ
た
Q
（
七
）
ア
ラ
ブ
入
は
印
刷
に
必
要
な
る
紙
を
西
方

に
傳
算
し
た
有
功
者
で
あ
る
。
（
八
）
製
紙
術
は
ス
ペ
イ
ン

を
経
て
欧
洲
に
傳
旅
し
た
。
（
九
）
佛
蘭
西
ご
伊
太
利
ご
は

耶
蘇
敏
國
の
中
で
尤
も
早
く
紙
の
製
造
を
切
め
た
。
（
十
）

木
版
印
刷
術
の
欧
洲
青
煮
に
は
、
露
西
亜
ご
伊
太
利
ご
が

そ
の
門
戸
ざ
見
轍
さ
れ
て
居
る
。
（
十
一
）
濁
逸
、
伊
太
利

及
び
和
繭
が
、
早
い
時
代
に
欧
洲
に
於
け
る
木
版
印
刷
の

中
心
で
あ
っ
た
。
（
十
二
）
和
蘭
、
佛
蘭
西
及
び
削
竹
が
、

歌
論
に
於
い
て
尤
も
早
く
芸
界
印
刷
を
試
行
し
た
土
地
と

認
め
ら
れ
て
居
る
。
（
十
三
）
士
女
の
面
明
を
完
成
し
た
の

は
濁
逸
入
の
功
績
に
露
せ
ね
ば
な
ら
訟
。
（
十
四
）
莫
國
ご

米
國
ご
は
印
刷
の
初
期
の
歴
史
に
は
無
直
写
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
二
｝
　
（
一
二
一
）

、



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
批
詐

近
代
に
於
け
る
印
刷
機
や
印
刷
法
の
改
良
進
歩
に
は
預
っ

て
大
な
る
寄
興
を
な
し
た
。

　
以
上
が
カ
ー
タ
ー
氏
の
新
著
の
内
容
の
梗
概
で
あ
る
。

そ
の
研
究
の
範
園
は
極
め
て
着
く
、
時
に
は
必
要
以
上
ε

患
は
る
、
程
多
端
に
渉
っ
て
居
る
。
努
力
の
梶
も
十
分
に

看
取
す
る
こ
ご
が
出
來
る
◎
兎
に
角
支
那
の
印
刷
の
歴
吏

こ
し
て
は
、
量
に
於
て
は
勿
論
質
に
於
て
も
亦
出
色
の
好

著
た
る
を
失
は
諏
ご
思
ふ
。
著
者
は
泣
く
各
方
面
か
ら
多

数
の
材
料
を
蒐
集
し
て
、
よ
く
之
を
整
理
し
よ
く
之
を
組

織
し
た
黙
に
於
で
、
尤
も
そ
の
長
所
を
登
臨
し
て
居
る
。

忌
敵
な
く
串
せ
ば
、
そ
の
支
那
日
本
朝
鮮
に
淫
す
る
印
刷

の
歴
吏
に
は
、
臼
本
人
の
立
場
よ
り
槻
て
格
別
の
創
見
が

見
當
ら
ぬ
。
今
よ
b
十
除
年
前
に
、
東
京
で
開
催
さ
れ
元

中
等
學
稜
の
地
理
歴
更
駁
員
協
議
會
の
席
上
で
、
吾
が
輩

は
「
束
洋
人
の
獲
明
」
と
題
し
て
簡
鈍
な
講
演
を
し
た
が
、

そ
の
節
印
刷
の
歴
史
に
言
及
し
そ
の
結
論
ご
し
て
、

　
①
木
版
印
刷
は
後
く
も
西
暦
入
世
紀
の
孚
頃
に
立
派
に

カ
ー
タ
ー
氏
著
『
支
那
に
於
け
ろ
印
溺
の
起
源
』

第
一
號
　
　
　
叫
ご
二
　
（
一
二
ご
）

出
來
て
居
っ
た
。

　
②
活
版
は
西
暦
十
一
世
紀
の
雫
頃
に
言
明
さ
れ
た
。

　
蒔
絵
厨
性
の
活
字
は
後
く
も
西
暦
十
三
世
紀
の
宇
頃
に

は
東
洋
で
登
明
さ
れ
て
居
っ
た
。
ご
串
述
べ
た
こ
ご
が
あ

る
（
『
駿
員
協
議
愈
議
事
及
講
演
蓮
記
録
』
五
頁
）
。
カ
ー
タ

雪
氏
の
所
説
も
所
詮
は
之
定
離
｛
で
あ
る
。
さ
れ
ざ
中
央

亜
細
亜
や
西
亜
細
亜
に
濁
し
て
は
、
日
本
入
に
ε
つ
て
随

分
耳
新
し
い
所
説
が
勘
く
な
い
コ
再
転
來
の
研
究
な
り
解

繹
な
り
を
一
暦
確
實
に
し
た
黙
が
、
可
な
り
臼
に
着
く
。

書
き
振
）
は
や
、
ジ
ヤ
ナ
ジ
ス
チ
ツ
ク
で
ア
カ
デ
、
、
、
ツ
葱

で
な
く
、
専
門
盲
者
に
は
少
し
く
飽
足
ら
ぬ
戚
を
起
さ
し

む
る
所
も
あ
る
が
、
李
易
通
俗
な
る
だ
け
一
般
の
二
者
に

は
歓
迎
さ
れ
た
こ
思
ふ
。
兎
に
士
幌
奥
に
農
書
あ
る
人

や
、
交
化
を
研
究
す
る
入
に
は
一
編
を
推
奨
す
る
。

　
　
　
　
七

　
吾
が
輩
は
嚢
に
巾
跳
べ
た
着
り
、
細
面
こ
の
書
を
一
閲

し
た
に
過
ぎ
ぬ
。
李
常
支
那
の
印
刷
の
歴
史
に
凹
し
て
格



別
の
智
識
を
有
せ
諏
吾
．
が
輩
は
、
カ
ー
タ
ー
氏
の
署
書
に

謝
し
て
十
分
な
る
導
爆
を
下
し
得
る
筈
が
な
い
。
況
ん
や

原
稿
締
切
り
期
限
が
三
四
臼
の
後
に
切
迫
し
て
居
る
際
に

於
て
を
や
だ
。
直
立
が
輩
が
本
書
卒
讃
の
間
に
氣
付
い
た

四
五
の
黙
を
左
に
開
列
し
て
責
を
塞
が
う
ビ
思
ふ
。

　
支
那
の
印
刷
の
歴
更
ご
題
す
る
以
上
、
支
那
の
丈
献
が

第
一
の
更
料
ご
し
て
必
要
で
あ
る
。
支
那
學
楚
々
の
カ
ー

タ
ー
氏
が
こ
の
第
一
題
意
を
利
用
す
る
こ
ご
に
於
て
、
欧

米
の
H
般
の
東
洋
學
者
よ
り
優
越
な
位
概
に
立
つ
こ
ご
巾

す
迄
も
な
い
。
葉
徳
輝
の
『
書
林
清
話
』
や
、
上
海
の
商

務
印
書
館
印
行
の
『
中
尾
立
板
源
流
考
』
や
、
殊
に
北
京

大
學
登
行
の
『
國
學
季
刊
』
所
牧
の
王
國
維
氏
の
「
五
代

監
本
考
」
を
墾
食
せ
る
如
き
、
そ
の
一
端
を
窺
知
す
る
こ

ご
が
出
來
る
。
さ
れ
ご
未
だ
一
不
十
分
ε
思
は
る
、
黙

が
紗
く
な
い
。
カ
ー
タ
ー
氏
は
上
記
『
中
國
雛
板
源
流
考
』

の
外
、
主
こ
し
て
『
圖
書
集
成
』
『
格
致
鏡
源
』
『
僻
耳
』
等

を
繋
幽
4
3
に
資
せ
ら
れ
た
楼
だ
が
、
之
を
當
然
の
こ
ご
、
し

　
　
　
纂
十
輔
巻
　
　
批
評

て
格
測
非
難
す
る
に
足
ら
ぬ
。
た
や
此
等
の
書
物
を
利
用

せ
る
以
上
、
引
用
書
類
は
…
癒
そ
の
原
本
を
槍
了
し
て
貰

ひ
た
い
。
勿
論
著
者
が
忠
實
に
原
本
ま
で
潮
つ
た
場
合
は

多
い
が
、
殊
…
ら
ざ
る
場
合
も
可
な
り
見
轡
磁
る
。
著
岩
は
、

　
支
那
の
百
科
跡
典
i
一
類
書
ー
ー
か
ら
引
用
し
た
書
物
は
蝕
り

　
に
多
数
で
、
幅
々
そ
の
根
本
に
樵
り
難
い
。
強
憾
e
は
あ
る
が

　
己
を
得
な
い
。
さ
れ
曹
〔
印
刷
の
〕
歴
史
に
尤
も
關
係
深
き
章
句

　
は
、
↓
々
そ
の
根
本
に
潮
っ
て
瞼
除
す
べ
く
努
力
し
た
（
一
八

　
九
頁
）
。

カ
ー
タ
ー
氏
著
『
支
那
に
於
け
ろ
印
刷
の
趨
源
』 ご

述
べ
て
居
る
が
、
宋
の
王
明
清
の
『
握
愈
愈
』
や
明
の

陸
離
の
『
金
壷
紀
聞
』
な
ご
に
も
殊
引
ご
見
え
る
所
が
あ

る
の
は
戚
心
嚢
來
澱
。
世
界
に
現
存
す
る
最
古
の
印
刷
物

に
離
す
る
『
十
日
本
紀
』
の
記
事
や
、
世
界
最
古
（
？
）
の

銅
活
宇
に
翻
す
る
『
高
麗
史
』
の
記
事
は
、
そ
の
忌
数
位

は
明
記
す
べ
き
必
要
が
あ
ら
う
。
『
國
史
志
』
ご
い
ふ
書
名

は
よ
く
引
用
さ
れ
る
が
、
そ
の
來
歴
は
極
め
て
明
瞭
で
な

い
Q
宋
代
の
作
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
内
容
か
ら
容
易
に
推
測

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
二
三
　
（
一
二
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
趣



　
　
　
二
士
巻
　
批
認

　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
ツ

出
置
る
が
、
宋
の
何
時
頃
に
潜
入
が
作
っ
た
も
の
か
す
べ

て
不
明
δ
あ
る
。
カ
ー
タ
ー
氏
が
一
支
那
人
の
著
書
か

ら
引
用
し
た
こ
は
い
へ
f
何
等
の
注
意
書
き
な
し
に
、

か
、
る
書
名
を
登
用
す
る
の
は
如
何
か
ご
思
ふ
。
カ
ー
タ

ー
氏
は
『
瀞
源
』
の
板
本
の
條
下
の
、

　
古
書
多
用
・
巻
子
一
。
至
ド
宋
而
始
有
二
板
本
刷
印
手
書
一
。

ご
宇
句
を
『
平
帯
』
の
本
文
の
如
く
謎
解
し
て
居
る
が
（
二

〇
入
管
）
、
『
宋
史
』
の
本
立
は
〔
高
麗
〕
塁
上
離
職
レ
賜
抜
九

経
書
一
（
外
甥
傳
三
、
高
麗
の
條
）
を
限
り
、
以
下
は
『
解
源
』

の
編
者
の
私
案
で
あ
る
Q
原
本
の
槍
籔
を
忽
せ
に
し
た
醍

面
の
錯
談
で
あ
ら
う
○
小
事
で
は
あ
る
が
『
椅
贅
寮
雑
記
』

の
著
者
を
朱
晃
Ω
毎
愚
こ
せ
る
は
（
二
〇
三
頁
馬
一
＝

○
頁
）
，
勿
論
朱
翌
Ω
三
囲
ど
訂
正
す
べ
く
、
明
代
に
銅

活
字
を
使
用
し
た
警
護
通
の
事
蹟
を
『
黒
黒
』
に
篠
る
ご

記
せ
る
は
（
二
五
八
頁
）
、
弘
治
九
年
の
郁
文
搏
の
『
説
郷
』

の
序
ご
訂
正
せ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。

　
次
に
日
本
入
の
著
書
や
論
丈
は
、
支
那
、
朝
鮮
、
日
本

カ
ー
タ
ー
氏
著
『
支
那
に
於
け
る
鯉
山
の
超
源
』 　

　
　
　
　
　
　
　
直
▼
　
」

　
　
　
　
　
　
　
第
一
．
號
　
　
一
二
四
（
一
二
圏
）

の
印
刷
の
歴
史
を
研
究
す
る
に
當
っ
て
、
是
非
墾
考
に
資

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
カ
ー
タ
ー
氏
は
英
人
サ
ト
ウ
ω
㌶
。
づ
・
氏

の
「
巻
本
に
於
け
る
印
刷
の
初
期
の
歴
史
」
の
外
、
僅
に

朝
倉
細
管
氏
の
『
降
本
古
洌
書
史
』
を
利
用
し
た
の
み
で
、

そ
の
他
の
日
本
入
の
著
書
論
文
を
墾
考
せ
な
か
っ
た
の

は
、
大
な
る
遣
憾
に
思
ふ
。
氏
は
欧
洲
諸
國
や
支
那
の
諮

學
者
に
講
慰
し
つ
、
何
が
故
に
H
本
に
立
ち
寄
っ
て
、
専

門
學
者
の
意
見
を
聞
か
な
か
っ
た
鉱
。
若
し
氏
に
し
て
H

本
塁
の
著
書
論
丈
に
今
少
し
ズ
注
意
を
彿
ひ
、
日
本
の
學

者
ご
曾
慨
す
る
機
曾
を
作
っ
た
な
ら
ば
、
吾
が
輩
が
裁
に

指
摘
し
た
、
若
く
ば
後
に
指
摘
せ
ん
こ
す
る
楼
な
蝦
疵
は

な
く
、
三
二
あ
っ
て
も
徐
程
減
少
し
た
筈
と
呉
々
も
逡
憾

に
堪
へ
諏
。
五
ロ
が
輩
膚
乱
身
が
H
本
人
で
あ
る
こ
い
ふ
し
小

さ
い
立
場
か
ら
か
、
る
小
言
を
登
す
る
の
で
は
な
い
◎
國

境
を
超
越
し
た
純
然
た
る
受
壷
の
立
場
か
ら
の
主
張
で
あ

る
。

　
　
　
　
八

へ



　
大
猟
論
は
そ
れ
位
に
し
て
、
印
刷
の
曳
實
に
就
い
て
一

二．

ﾌ
意
見
を
串
述
べ
た
い
。
支
那
に
於
け
る
印
刷
の
歴
史

こ
し
て
、
第
一
番
に
問
題
に
な
る
の
は
、
晴
の
費
畏
房
の

『
歴
代
三
園
記
』
懇
十
二
の

　
開
皇
十
三
年
（
五
九
三
4
十
二
月
八
日
…
…
慶
翌
翌
経
本
令
二
雛

　
縫
、
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重

　
畢
輪

ビ
い
ふ
文
句
で
あ
る
。
こ
の
雛
撰
の
二
宇
を
ば
離
造
ご
同

一
に
解
し
て
、
印
刷
の
起
源
を
階
代
に
澄
く
學
者
が
支
那

に
も
日
本
に
も
あ
る
Q
之
に
反
卜
し
て
離
撰
の
二
宇
を

離
　
廃
…
像
挽
讐
遽
経
一
の
意
味
に
解
し
て
、
階
…
弊
習
源
説
を
否

定
す
る
學
者
が
支
那
に
も
日
本
に
も
あ
る
。
カ
ー
タ
ー
氏

は
鐸
な
く
後
影
に
賛
し
て
前
説
を
排
し
て
居
る
が
（
こ
＝

頁
二
〇
四
頁
）
、
こ
の
問
題
は
爾
く
簡
軍
に
片
付
け
難
い
機

に
思
ふ
。
拳
盧
に
い
へ
ば
意
味
晦
澁
な
漢
文
の
マ
字
一
句

に
よ
っ
て
、
か
、
る
學
二
上
重
大
な
問
題
は
決
定
し
難

い
。
さ
れ
ご
撰
が
造
叉
は
作
ご
同
意
義
に
使
用
さ
れ
る
實

例
あ
る
以
上
、
明
の
序
論
等
が
雛
撰
を
離
造
ご
同
意
義
に

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
説
　
評

カ
ー
タ
ー
氏
著
『
支
那
に
於
け
ろ
印
刷
の
煮
乾
』 解

製
し
て
も
、
一
概
に
不
當
ε
排
す
る
こ
ご
が
出
來
滋
。
・

競
闘
ε
す
る
ご
一
般
に
雛
刻
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
擁

撰
の
文
宇
を
離
賊
塁
撰
遺
経
ε
解
す
る
よ
り
、
雛
造
屡
像

及
潰
…
経
ご
解
す
る
方
が
、
・
或
は
妥
當
か
も
知
れ
澱
。
こ
の

文
句
を
以
て
直
に
當
時
言
経
を
雛
造
印
行
し
た
確
謹
ご
断

定
す
る
の
は
、
勿
論
早
計
に
失
す
る
ご
し
て
も
、
同
時
に

佛
経
を
寒
造
印
行
し
だ
も
の
で
な
い
ご
否
定
す
る
の
も
、

可
な
り
武
舞
に
過
ぐ
る
や
う
に
思
ふ
。
こ
れ
が
吾
が
輩
の

態
度
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
積
極
的
立
論
は
、
こ
の
交
献

以
外
の
確
た
る
讃
櫨
を
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
兎
に
角
こ
の

離
撰
の
交
宇
も
、
印
刷
の
歴
史
に
よ
く
引
毘
さ
れ
る
、
唐

の
単
ル
の
v
穫
白
点
長
論
集
序
（
『
全
唐
文
』
憲
屯
二
百
五
十
ご
｝
所

牧
）
の
模
勒
の
字
句
ご
共
に
更
に
一
段
の
研
贋
を
要
す
る

こ
ε
、
思
ふ
。

　
本
年
七
月
の
『
國
華
』
に
、
敦
煙
か
ら
將
來
さ
れ
た
階

の
大
業
三
年
（
六
〇
七
）
の
佛
叢
を
股
め
て
あ
る
。
そ
の
佛

叢
の
下
方
の
銘
交
は
木
版
－
活
字
一
の
印
刷
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
　
一
二
五
　
（
一
二
五
）



　
　
　
嬢
＋
一
巻
　
　
批
　
評

ご
い
ふ
○
若
し
こ
の
説
を
眞
寳
ご
せ
ば
、
支
那
に
於
け
る

印
刷
の
晴
代
起
源
説
は
、
無
上
の
支
持
を
得
る
繹
で
あ
る
Q

吾
が
輩
は
そ
の
原
物
を
親
観
し
急
潮
か
ら
、
何
等
断
言
は

串
來
澱
が
、
狙
『
國
華
』
に
登
載
さ
れ
元
複
製
か
ら
推
す

ご
、
こ
の
銘
文
は
筆
鎌
で
あ
っ
て
印
刷
ご
は
認
め
難
…
い
Q
「

　
印
刷
の
起
源
に
關
し
て
、
近
く
我
が
國
の
論
者
が
績
々

新
し
い
研
究
を
褒
表
し
ず
、
居
る
。
第
一
に
本
年
五
月
に
東

京
で
關
催
さ
れ
た
吏
學
大
曾
の
東
洋
史
部
愈
で
、
藤
田
博

士
が
「
支
那
に
於
け
る
話
説
の
蓮
源
」
ご
題
し
て
、
唐
の

義
浮
の
『
南
海
寄
灘
傳
』
窓
四
の
甥
｝
灌
沐
鯨
儀
條
に
、

或
印
菖
絹
紙
副
と
あ
る
一
句
を
根
蝶
だ
し
て
、
印
．
度
に
は
古

く
佛
像
の
印
禰
が
行
は
れ
、
そ
れ
が
支
那
に
傳
晒
し
た
も

の
か
ご
の
新
説
を
登
表
さ
れ
た
（
大
正
十
四
年
六
月
號
『
史

學
雑
誌
』
五
九
頁
）
。
成
程
こ
の
交
句
は
高
楠
搏
士
の
英
諜

に
も
営
も
奮
脇
昏
。
同
輩
建
養
、
ω
営
お
。
§
塾
＾
母
醤
℃
興

（
｝
男
¢
8
玉
○
州
臼
。
　
】
W
＆
亀
塁
叶
男
①
一
社
9
一
9
ρ
℃
・
H
い
。
）

ざ
な
っ
て
居
る
。
印
度
で
は
古
く
布
に
模
…
糠
を
印
す
る
こ

カ
ー
タ
ー
氏
著
『
支
那
に
於
け
る
印
脱
の
逸
雄
』　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
…
二
山
ハ
　
（
一
二
山
ハ
）

ご
所
謂
一
、
浮
9
段
目
。
切
線
窪
が
行
は
れ
た
。
そ
の
意
匠
で
佛

像
を
印
し
た
も
の
か
も
傭
れ
ぬ
。
但
印
度
に
は
遙
か
後
簸

ま
で
、
所
謂
印
刷
勺
洪
益
謎
は
行
は
れ
な
か
つ
元
（
切
紀
瀞
母
㎞

∩
団
2
0
饗
浮
す
○
門
ご
島
ρ
．
〆
δ
剛
’
H
＝
・
ワ
。
り
轟
）
。
從
っ
て
支

那
の
印
刷
は
直
接
印
度
か
ら
傳
聾
し
た
も
の
こ
は
信
ぜ
ら

れ
ぬ
。
印
度
で
行
は
れ
た
こ
い
ふ
印
像
の
風
が
、
間
接
に

で
も
支
那
の
印
刷
に
影
響
し
た
か
否
か
は
、
今
一
段
の
研

究
を
要
す
る
ご
思
ふ
が
、
兎
に
角
『
南
海
寄
蹄
傳
』
の
こ

の
一
句
は
、
印
刷
の
歴
史
に
ご
つ
て
一
等
注
意
す
べ
き
史

料
で
あ
ら
う
。
委
細
は
遠
か
ら
ず
糞
表
さ
る
、
由
の
藤
田

博
士
の
論
客
を
期
待
す
る
。

　
第
二
は
唐
の
文
宗
時
代
の
彌
宿
が
、
窯
印
H
歴
を
制
禁

す
べ
し
ビ
の
上
疏
で
あ
る
。
こ
の
上
面
は
始
め
市
村
博
士

が
學
堺
に
紹
介
し
凸
濯
い
で
淋
田
學
士
が
そ
の
上
層
の
年

代
を
確
定
し
た
（
大
正
十
四
年
十
月
號
『
歴
史
と
地
理
』
所

牧
「
支
那
に
於
け
る
印
刷
物
の
逸
源
」
一
入
頁
，
i
一
九
頁
）

之
に
援
る
ご
論
宗
の
胃
腸
九
年
（
八
三
五
）
の
頃
に
、
民
間



で
暦
を
印
刷
し
て
居
っ
た
こ
ご
が
わ
か
る
。
こ
れ
も
印
刷

の
歴
史
に
ご
つ
て
相
擁
貴
重
な
材
料
ご
思
ふ
。

　
さ
。
れ
ご
輩
・
に
佛
像
の
離
印
や
日
歴
の
雛
印
の
み
で
は
、

柳
か
不
満
を
畳
・
冗
る
。
｝
奥
に
進
ん
で
二
曲
ハ
な
わ
滑
…
経
な
り

書
物
の
印
行
ご
い
ふ
事
實
に
な
る
と
、
馬
韓
の
更
料
以
外

に
格
別
新
奇
な
も
の
は
蝶
理
ら
澱
Q
一
部
の
學
者
に
知
ら

れ
な
が
ら
、
そ
の
實
未
だ
十
分
に
研
究
さ
れ
て
居
ら
澱
史

料
の
一
に
、
唐
末
の
司
塞
圖
の
爲
二
東
都
敬
愛
寺
講
律
僧
三

富
一
化
昌
募
離
謡
刻
律
一
疏
（
『
全
唐
文
』
懇
八
百
入
所
股
）
中
の
左

の
記
事
が
あ
る
。

　
自
洛
城
欝
昼
時
交
。
黒
雲
ご
印
本
㌔
漸
虞
二
散
失
一
。
欲
二
更
雛

　
脚
撚
。
…
：
…
・
再
定
二
不
刊
之
典
㌔
永
資
二
善
導
仁
方
一
。
必
期
二

　
学
々
鰭
銘
。
種
二
慧
良
一
而
不
ツ
端
。

司
塞
圖
は
蓄
電
（
入
三
七
－
九
〇
八
）
の
人
で
、
印
刷
の
歴

史
に
よ
く
引
き
出
さ
れ
る
『
梛
氏
訓
序
』
の
作
者
の
柳
砒

ビ
同
時
代
の
人
で
あ
る
。
司
馬
圖
の
こ
の
七
化
文
の
作
ら

れ
た
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
九
世
紀
の
後
宇
期
に
薦
す

　
　
　
嬢
十
一
巻
　
　
批
　
評

カ
ー
タ
ー
氏
潜
『
支
那
に
於
け
る
印
環
の
起
源
』 る

こ
ご
は
疑
を
容
れ
澱
◎
然
も
そ
の
以
前
に
あ
っ
た
洛
陽

の
名
刹
の
敬
愛
寺
所
藏
（
？
）
印
本
の
焼
失
し
た
の
を
、
轟

印
す
る
資
金
を
化
貴
し
た
の
で
あ
る
Q
吾
が
輩
は
遽
憾
な

が
ら
、
今
は
こ
の
印
本
焼
失
の
年
代
を
的
確
に
す
べ
き
調

査
の
徐
裕
を
有
た
濾
Q

　
司
商
圏
ご
同
．
隣
代
の
萢
櫨
の
『
雲
立
友
議
』
窓
十
（
『
稗

海
』
本
）
に
、

　
乾
干
壁
書
泉
。
苦
求
一
一
龍
虎
之
丹
一
。
十
五
飴
稔
。
及
γ
鎭
二
型
右
一
。

　
乃
大
延
二
方
術
之
士
一
、
作
二
町
費
徳
一
。
離
印
撒
千
本
。
以
．
窃
二
中

　
覇
及
四
海
精
心
焼
煉
之
者
一
。

ご
あ
る
記
事
は
亦
相
當
墾
考
の
債
値
を
存
す
る
が
、
除
り

學
者
に
注
意
さ
れ
て
居
な
い
。
乾
干
泉
ご
は
乾
干
鳳
の
談

で
あ
ら
う
。
『
新
唐
輪
』
、
憲
五
十
九
の
貫
文
志
の
遁
家
紳
仙

の
部
に
、
乾
干
澱
『
序
、
通
解
録
』
　
一
憲
を
牧
め
、
そ
の
注

に
、

　
字
戒
一
。
大
中
（
8
荏
7
1
8
5
9
）
中
江
西
槻
察
使
。

ご
あ
る
。
江
西
窺
霧
使
に
在
職
し
た
黙
ビ
い
ひ
、
紳
仙
煉

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
二
七
　
（
一
二
七
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
揃
　
謹

丹
ご
關
係
あ
る
『
序
通
解
録
』
を
著
は
し
た
黙
ご
い
ひ
、

こ
の
乾
干
息
こ
そ
『
雲
塾
友
議
』
，
の
乾
干
泉
に
相
違
な
い
。

南
宋
の
郵
名
世
の
『
古
今
姓
氏
書
置
謹
』
巷
塵
七
に
も
江

西
槻
察
使
乾
干
自
陥
を
墓
げ
て
あ
る
。

　
こ
の
紀
干
息
が
江
右
を
卑
し
て
江
西
の
槻
察
使
ビ
な
っ

た
年
代
は
大
中
の
初
期
ら
し
い
。
吾
が
輩
は
今
乾
干
黒
の

江
西
観
察
使
ご
し
て
の
年
代
を
、
よ
り
正
確
に
考
謹
す
べ

き
時
間
の
膿
球
を
有
た
ぬ
Q
た
や
『
江
西
蓮
志
』
憲
四
十

・
六
に
、
急
落
の
江
宙
…
酉
凱
旭
都
…
圏
小
鮎
彌
初
霧
庭
置
陥
等
々
を
嵐
鹸
げ
ワ

て
、
周
堤
の
次
に
乾
干
象
（
黒
の
誤
？
・
）
を
概
き
、
更
に
そ

の
次
に
斐
侮
、
構
敬
復
を
置
い
て
あ
る
。
綱
領
は
武
宗
の

愈
昌
の
末
年
（
八
四
六
）
十
一
月
に
江
西
黒
質
使
か
ら
義
成

軍
節
度
使
に
縛
じ
た
人
（
『
奮
唐
墨
』
懇
十
二
下
）
、
周
敬
復

は
宣
宗
の
大
中
四
年
（
入
五
〇
）
十
二
月
に
華
州
刺
史
か
ら

江
西
親
察
使
に
韓
じ
た
入
（
同
上
）
で
あ
る
。
是
に
由
っ
て

推
測
す
る
ざ
乾
干
漁
が
劉
弘
黒
血
千
本
を
離
印
し
た
の

は
、
西
暦
八
百
四
十
七
入
年
の
交
ビ
認
め
て
大
過
な
い
。

カ
ー
潔
一
氏
著
『
支
那
に
於
け
ろ
印
刷
の
起
源
』　
　
　
　
　
　
　
第
喝
號
　
　
嚇
二
入
　
（
一
ご
八
）

年
代
は
蠣
宿
の
上
唇
よ
り
十
二
三
年
後
く
れ
る
が
、
書
物

殊
に
重
工
以
外
の
書
物
を
印
刷
し
た
黙
に
於
て
記
憶
す
べ

き
吏
料
ご
磁
心
ふ
。

　
朱
翌
や
葉
夢
得
や
宋
入
の
記
事
は
姑
く
措
き
、
以
上
が

極
悪
の
印
刷
に
擁
す
る
重
な
る
吏
料
で
あ
る
。
カ
ー
タ
雲

氏
の
著
書
に
は
、
元
鎭
の
臼
細
長
慶
集
序
を
紹
介
す
る
の

み
で
！
『
梛
氏
訓
序
』
は
葉
旧
冬
よ
り
引
用
し
て
居
る

が
一
、
『
雲
漢
二
曲
』
は
文
句
不
可
解
こ
し
て
斥
け
て
居

る
の
は
、
丈
献
上
か
ら
槻
て
不
十
分
ε
寧
さ
ね
ば
な
ち
ぬ
。

　
　
　
　
九

　
カ
ー
タ
ー
氏
が
そ
の
第
三
章
に
、
印
刷
の
先
騙
ご
し
て

石
経
に
言
及
し
た
の
は
よ
い
。
さ
れ
ご
儒
敷
の
石
経
に
限

っ
て
、
佛
激
の
石
経
の
存
在
に
就
い
て
一
言
も
記
述
せ
鍛

の
は
、
如
何
な
る
理
説
で
あ
ら
う
歎
。
著
者
が
支
那
入
の

記
録
が
、
兎
角
金
点
臨
係
の
事
實
を
輕
…
脱
す
る
弊
害
多
き

を
嘆
じ
て
居
る
の
は
同
域
で
あ
る
が
、
そ
の
薯
者
慮
身
に

も
時
に
こ
の
傾
向
の
見
え
る
の
は
慧
憾
で
あ
る
。
直
隷
省



房
山
縣
の
石
経
山
の
測
経
は
、
北
齊
の
慧
思
の
畿
願
で
、

そ
の
弟
子
の
静
碗
が
實
行
に
着
手
し
、
爾
來
数
十
百
年
に

亙
っ
て
縫
績
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
規
模
の
大
な
る
黙
に

於
て
、
そ
の
今
日
に
保
存
さ
れ
て
居
る
黙
に
倣
て
、
漢
魏

時
代
の
儒
敏
の
石
経
ご
同
趣
に
論
ず
る
こ
ε
が
出
來
ぬ
。

そ
の
現
状
は
我
が
松
本
博
士
や
常
盤
博
士
に
よ
っ
て
詳
細

に
紹
介
さ
れ
て
居
る
。

　
カ
ー
タ
ー
氏
が
第
十
章
に
於
て
、
支
那
、
朝
鮮
、
日
本

の
大
藏
経
の
繋
累
を
述
べ
な
が
ら
、
契
丹
の
大
業
経
を
侠

し
た
の
も
遺
憾
を
免
れ
ぬ
。
こ
の
契
丹
の
大
藏
経
に
就
い

て
は
、
妻
木
直
良
氏
の
有
壁
な
る
論
文
が
登
表
さ
れ
て
居

る
（
大
正
元
年
九
月
號
『
東
洋
急
報
』
所
牧
の
「
契
丹
に
於

け
る
大
匙
経
懸
造
の
事
實
を
論
ず
」
墾
看
）
○

　
著
者
が
第
二
十
三
章
に
朝
鮮
の
活
字
版
を
論
じ
て
、
朝

鮮
の
銅
活
宇
は
朝
鮮
（
李
朝
）
時
代
に
柵
つ
た
ご
い
ふ
断
案

に
匂
し
て
は
反
興
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
叉
著
者
の
支
那

の
銅
活
宇
は
朝
鮮
か
ら
傳
へ
た
ご
い
ふ
断
案
に
奏
し
て

　
　
　
錦
＋
一
巻
　
批
評

カ
ー
タ
ー
氏
著
『
支
那
に
於
け
ろ
印
襯
の
山
雲
』 は

、
賛
同
を
躊
躇
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
朝
鮮
の
金
轡
製
活
宇
師
ち
所
謂
鋳
字
は
高
麗
時
代
か
ら

使
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
已
に
早
く
淺
見
倫
太
郎
氏
に
よ
っ

て
學
界
に
紹
介
さ
れ
淀
。
高
麗
の
李
奎
報
（
＝
六
入
一

＝
一
四
一
）
の
『
李
相
國
後
面
』
急
難
四
所
牧
の
新
序
詳
定

謹
文
膨
雀
に
、

　
遽
用
二
嬉
字
一
。
印
二
成
〔
詳
定
禮
文
〕
二
十
八
本
一
。
分
二
付
諸
司
一

　
藏
μ
之
。

ご
あ
る
に
標
る
ε
、
西
暦
十
三
世
紀
の
前
宇
に
、
李
朝
の

開
墓
年
代
よ
b
百
五
六
十
年
も
以
前
に
、
朝
鮮
で
金
厩
製

の
里
諺
を
使
用
せ
し
こ
ご
疑
を
容
れ
澱
。

　
こ
の
時
代
に
支
那
で
金
薦
製
活
字
を
使
用
し
た
丈
献
上

の
謹
擦
は
未
だ
見
當
ら
ぬ
。
從
っ
て
文
献
上
か
ら
魏
れ
ば

金
古
製
活
宇
は
朝
鮮
の
方
で
早
く
使
用
せ
ら
れ
、
そ
れ
が

支
那
に
傳
憂
し
た
も
の
こ
も
推
断
す
る
こ
ビ
が
田
鰻
る
。

現
に
朝
鮮
の
學
者
達
は
蟻
壁
宇
は
朝
鮮
の
鱗
雲
だ
ご
膚
慢

し
て
居
る
。
カ
ー
タ
ー
氏
の
所
説
に
も
相
撃
の
根
慷
が
な

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
ご
九
　
（
一
二
九
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
批
　
評

い
課
で
な
い
。
併
し
支
那
で
は
銅
製
活
字
使
用
に
關
す
る

記
録
は
見
當
ら
ぬ
が
、
銅
を
版
木
の
代
用
こ
し
て
印
刷
に

使
用
し
た
こ
ε
は
随
分
古
い
。
後
下
の
底
幅
年
間
（
九
三

六
一
九
四
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
所
謂
天
上
銅
版
本
の
名
が

南
下
の
岳
珂
の
『
相
蓄
電
続
刊
正
九
経
三
軸
沿
革
例
』
に

見
え
て
居
る
。
又
『
元
史
』
悲
九
十
三
の
食
貨
志
に
、

　
」
初
妙
芸
用
ζ
木
下
板
0
〔
至
一
撃
）
十
】
二
年
（
一
一
一
七
六
）
饒
γ
口
跡
日
和
ゾ
之
、

ご
見
え
て
居
る
。
兎
に
角
木
版
の
代
り
に
銅
版
が
使
用
さ

れ
た
以
上
、
宋
元
時
代
に
支
那
で
木
製
活
字
の
代
り
に
、

写
照
活
字
が
使
用
さ
れ
漁
で
あ
ら
う
鰍
ε
、
想
像
を
客
る

べ
き
譜
面
が
妙
く
な
い
。
勿
論
文
献
上
に
も
實
物
上
に
も

謹
櫨
僻
は
見
瀞
田
ら
ぬ
。
我
が
國
に
支
那
よ
り
古
い
陀
羅
一
尼
の

摺
本
が
あ
っ
て
も
、
多
く
の
學
者
が
我
が
國
の
印
刷
術
は

支
那
か
ら
傳
齢
し
た
も
の
ビ
認
め
る
ご
同
様
に
、
銅
活
字

が
支
那
よ
り
古
く
朝
鮮
の
記
録
に
見
は
れ
て
居
っ
て
も
、

そ
の
銅
活
宇
は
最
初
支
那
か
ら
傳
更
し
た
も
の
ε
考
へ
ら

れ
ぬ
で
あ
ら
う
鰍
。
勿
論
こ
れ
は
想
像
で
あ
る
。
兎
に
角

カ
ー
タ
ヨ
琉
著
『
皮
那
に
於
け
ろ
印
醐
の
超
源
』　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
三
〇
　
（
一
三
〇
）

鋼
活
字
は
朝
鮮
が
本
家
で
、
朝
鮮
か
ら
支
那
に
盗
っ
た
も

の
ビ
、
簡
軍
に
は
漸
庶
出
來
ぬ
。
こ
の
問
題
は
無
謀
こ
段

の
研
究
を
待
っ
て
決
す
べ
き
も
の
ご
思
ふ
。

　
　
　
　
十

直
接
印
刷
ε
は
關
係
の
な
い
事
項
で
は
あ
る
が
、
本
書
閲

讃
の
際
に
落
付
い
た
誕
謬
も
紗
く
な
い
。
著
者
は
唐
代
に

於
け
る
ア
ラ
ブ
入
の
通
商
を
説
き
、
そ
の
支
那
に
於
け
る

貿
易
港
の
カ
ン
フ
ウ
鎖
鍵
ρ
津
を
抗
州
（
海
江
）
に
暫
定
せ
す

に
、
之
を
廣
州
（
廣
束
）
に
擬
定
し
た
の
は
（
二
二
九
頁
）
聞

蓮
っ
て
居
ら
澱
が
、
但
そ
の
擬
定
の
根
櫨
を
一
九
二
二
年

の
『
葉
箒
』
所
載
の
ペ
ソ
ォ
氏
の
主
張
に
畳
い
た
黙
が
問

題
で
あ
る
○
ペ
リ
ォ
氏
の
主
張
は
實
に
次
の
如
き
に
過
ぎ

滋
。

　
ア
ブ
・
ゼ
イ
ド
》
σ
P
N
p
）
ム
は
ヘ
ヂ
ラ
暦
の
二
六
四
年
、
即
ち

　
西
暦
の
八
七
八
年
に
於
け
る
〔
賊
軍
の
〕
カ
ン
フ
ウ
の
攻
園
の
こ

　
マ
㌧
を
述
べ
て
居
る
が
、
こ
の
カ
ン
フ
ウ
は
吾
が
輩
の
所
見
に
よ

　
る
ミ
カ
ン
ト
ン
の
こ
ミ
で
、
レ
イ
ノ
ー
菊
。
貯
碧
Ω
氏
の
信
ず
る

し



飼

r
び

　
’
如
く
参
州
に
は
關
際
せ
ぬ
。
黄
雲
が
カ
ン
｝
ン
を
占
領
し
た
の

　
は
西
暦
八
七
九
年
の
こ
ε
で
、
黄
集
傅
に
も
委
細
に
等
時
カ
ン

　
ト
ン
で
行
は
れ
た
外
商
の
貿
易
の
こ
ε
を
記
載
し
て
あ
る
。

　
（
日
。
§
σ
q
ぎ
P
お
D
い
・
ワ
念
○
）
。

こ
れ
で
は
毛
嚢
少
く
ε
も
隊
米
の
下
界
に
於
て
從
來
難
解

親
さ
れ
た
、
カ
ン
フ
ウ
は
カ
ン
ト
ソ
な
り
や
杭
州
な
b
や

の
問
題
は
、
未
だ
根
本
的
に
解
決
さ
れ
て
居
ら
澱
。
第
一

に
西
暦
入
七
入
管
ご
入
七
九
年
ε
の
年
代
不
一
致
の
黙
に

も
何
等
手
を
経
れ
て
居
ら
ぬ
で
は
な
い
敵
。
か
、
る
ペ
ソ

オ
氏
の
主
張
を
唯
一
の
根
擦
に
、
カ
ン
フ
ウ
問
題
を
解
決

し
た
様
に
思
惟
す
る
カ
ー
タ
ー
氏
の
態
度
が
問
違
っ
て
居

る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
吾
が
輩
が
早
く
、
よ
り
正
確

な
解
決
を
獲
表
し
て
麗
い
た
（
大
正
入
年
一
月
號
『
史
林
』

所
牧
の
「
カ
ン
7
ウ
問
題
殊
に
其
陥
落
年
代
」
）
。
故
に
カ
ー

タ
ー
氏
に
し
て
カ
ン
フ
ウ
廣
曲
説
を
主
張
せ
ん
ご
す
る
な

ら
ば
須
ら
く
こ
の
論
交
を
墾
面
す
べ
き
で
あ
る
◎

　
五
代
の
鵜
滋
を
土
牢
七
潜
に
仕
へ
た
ご
記
せ
る
は
（
四

　
　
　
錐
十
扁
巻
　
　
批
評

カ
ー
タ
1
氏
著
『
支
那
に
於
け
る
印
幡
の
超
源
』 九

頁
）
、
事
實
を
失
し
て
居
る
Q
彼
は
大
官
ε
し
て
後
唐
の

機
運
か
ら
後
周
の
太
麗
に
至
る
、
四
朝
虚
偽
に
仕
へ
た
。

若
し
遼
を
も
加
算
す
れ
ば
正
し
く
五
朝
十
潜
に
仕
へ
た
。

五
代
の
國
都
や
北
宋
の
國
都
を
長
安
の
如
く
記
し
て
あ
る

の
も
（
四
八
頁
、
七
二
頁
）
、
無
論
間
蓮
で
あ
る
。
長
安
は

唐
の
滅
亡
後
最
早
國
都
で
な
い
Q
元
時
代
に
戯
曲
や
小
説

の
流
行
し
た
の
は
事
實
で
あ
る
が
、
之
を
波
斯
の
影
響
の

如
く
解
塾
す
る
の
は
（
六
〇
頁
）
寄
り
に
牽
強
で
あ
ら
う
。

西
暦
ニ
ニ
・
六
〇
年
に
忽
必
三
川
は
帝
位
に
は
伽
即
い
た
が
、
土
小

だ
全
支
那
を
征
服
し
て
居
ら
ぬ
。
カ
ー
タ
ー
氏
の
記
事

（
七
五
頁
）
は
間
違
っ
て
居
る
。

　
張
癌
が
親
し
く
誘
導
や
宵
蓄
を
支
那
に
蒋
來
せ
う
ご
記

し
（
入
六
頁
）
、
北
宋
末
の
朱
残
の
『
素
謡
可
談
』
の
記
事

を
誤
解
し
て
、
十
二
世
紀
の
當
初
に
ア
ラ
ブ
人
が
航
海
に

羅
針
盤
を
使
用
せ
し
如
く
記
せ
る
は
（
九
三
頁
）
、
皆
間
違

ひ
で
あ
る
。
前
潜
に
就
い
て
は
、
吾
が
輩
は
已
に
『
績
史

的
研
究
』
（
「
張
籍
の
遠
征
」
入
六
一
入
七
頁
）
中
に
意
見
を

　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
一
二
ご
一
　
（
コ
一
ご
）



“

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
批
　
詐

述
べ
て
あ
り
、
後
者
に
快
し
て
は
、
『
蒲
壽
庚
の
事
蹟
』

（
＝
一
七
一
＝
冗
文
）
中
に
意
見
を
違
べ
て
あ
る
か
ら
、

叢
に
繰
り
返
へ
さ
ぬ
〇
一
最
近
の
ソ
ー
シ
ユ
ル
O
Q
胴
震
ω
霞
。
氏

な
ご
も
同
標
『
薄
端
帯
磁
』
の
記
事
を
誤
解
し
て
居
る
が

（
ご
O
嵐
讐
）
o
〔
げ
三
図
。
零
創
。
も
・
＜
o
暮
ω
〇
二
｝
ピ
轟
く
。
暮
一
9
（
δ

ド
切
ρ
諺
2
9
1
や
ω
ゆ
）
、
今
更
な
が
ら
ヒ
ル
ト
氏
の
誤
鐸
の

悪
影
響
の
大
な
る
に
驚
く
の
外
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ラ
け
ス

　
カ
ー
タ
ー
氏
は
紙
の
西
傳
に
關
係
深
き
恒
懸
斯
円
鍵
欝

の
戦
役
を
、
ト
ル
コ
種
族
の
二
君
主
の
孚
が
本
で
、
大
食

ご
唐
と
が
各
自
そ
の
一
方
に
味
方
し
て
開
戦
ご
な
っ
た
様

に
記
し
て
居
る
が
（
九
七
頁
）
、
之
も
青
藍
ひ
で
、
實
は
唐

ε
石
窯
こ
の
爾
を
、
大
食
が
石
國
の
後
援
を
し
だ
爲
め
、

唐
ご
大
食
こ
の
開
戦
ご
な
っ
た
の
で
あ
る
（
明
治
四
十
四

、
年
九
月
號
『
藝
文
』
所
牧
の
「
紙
の
歴
吏
」
，
一
コ
ー
二
二
頁

墾
蕎
）
。
唐
の
武
宗
時
代
の
佛
敷
抑
慶
政
策
が
、
宣
宗
の
末

年
ま
で
縫
績
さ
れ
た
標
に
記
録
し
て
あ
る
の
も
間
違
で

（
二
〇
四
頁
）
、
こ
の
政
策
は
、
武
宗
一
代
に
限
り
、
宣
宗
跨

カ
ー
タ
ー
氏
著
『
支
那
に
於
け
る
印
醐
の
超
源
拙　
　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
　
コ
三
一
　
（
一
三
二
）

代
に
は
佛
激
は
復
活
し
て
居
る
。
茶
が
十
泄
紀
の
頃
ま
で

北
支
那
に
普
及
せ
な
か
っ
た
こ
の
主
張
（
ニ
ニ
七
頁
）
は
勿

論
間
蓮
ひ
で
、
已
に
八
世
紀
の
頃
に
は
北
支
那
に
喫
茶
の

風
が
流
行
し
て
居
る
（
『
績
史
的
研
究
』
所
牧
の
矢
野
博
士

の
「
茶
の
歴
史
に
就
い
て
」
こ
三
八
…
こ
五
〇
頁
墾
看
）
。

　
著
書
の
眞
債
は
そ
の
記
事
の
間
違
ひ
の
多
少
の
み
に
よ

っ
て
決
定
す
る
も
の
で
な
い
○
．
憶
い
方
面
に
渉
る
研
究
に

間
違
ひ
の
生
す
る
の
は
寧
ろ
當
然
で
あ
ら
う
。
カ
ー
タ
ー

氏
の
著
書
の
中
に
、
上
幟
指
摘
し
た
如
き
蝦
疵
が
あ
っ
て

も
、
格
別
そ
の
聾
債
を
影
響
す
る
に
足
ら
澱
。
さ
れ
ざ
他

目
こ
の
書
を
再
版
の
機
會
に
、
著
者
が
吾
が
輩
の
所
説
を

参
酌
し
て
然
る
べ
き
訂
補
を
加
へ
、
　
一
層
の
善
美
を
濫
し

た
な
ら
ば
學
界
の
爲
に
忍
業
ご
恩
ふ
。
（
＋
一
月
二
十
入
旦
榊
）


